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新井正美．総説　遺伝性乳癌と遺伝学的検査、遺伝カウンセリング．pp98-109.日本乳癌学会編．乳癌診療ガイドライン②疫学・診断編2018年版．金原出版．東京．

新井正美．CQ3 BRCA1 あるいはBRCA2 遺伝子変異をもつ女性にリスク低減乳房切除術は勧められるか？pp110-115.日本乳癌学会編．乳癌診療ガイドライン②疫学・診断編2018年版．金原出
版．東京．

新井正美．CQ5 BRCA1 あるいはBRCA2 遺伝子変異をもつ挙児希望のない女性にリスク低減卵管卵巣摘出術（RRSO)は勧められるか？Pp120-125.日本乳癌学会編．乳癌診療ガイドライン②疫
学・診断編2018年版．金原出版．東京．

新井正美,浦上慎司.リンチ症候群（泌尿器腫瘍を含む）.臨床泌尿器科.72(11):910-917,2018.

新井正美,加藤俊介、岡崎康司.がん領域、特に遺伝性腫瘍におけるゲノム医療に関する最近の動向．臨床医薬．34(8): 583-589, 2018.

新井正美.シンポジウム１：HBOC診療の現状　遺伝性乳癌卵巣癌(HBOC)における遺伝カウンセリングの対象と実際.日本女性医学学会雑誌.25(2):194-200, 2018.

荒川玲子、新井正美、古庄知己．Editorial Comment. がんゲノム医療における二次的所見－患者の人生やQOLから見た対処可能性の判断－． 日本遺伝カウンセリング学会誌39(3): 129-130, 
2018.

岡﨑康司：全ゲノム情報を活用した米国医療の現状臨床医薬34（8），559-566，㈱臨床医薬研究協会2018.8.31発行
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るリンチ症候群と診断した盲腸癌の1例, 癌と化学療法 45/13, 2018年12月増刊号
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藤村聡、田中里佳. 難治性四肢潰瘍患者を対象とした次世代の血管・組織再生治療　 内分泌・糖尿病・代謝内科 47：18-23、2018
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チ症候群と診断した盲腸癌の1例. 癌と化学療法, 2018;45(13):2202-2204

Masami Arai, Katsutoshi Sato1, Mio Koyasu, Yuri Sato, Mizuho Kita, Yuumi Ashihara, Yasue Adachi, Shinji Ohno, Takuji Iwase, Dai Kitagawa, Eri Nakajima, Reiko 
Yoshida, Yoshio Miki.BRIP1 mutation might increase the risk of breast cancer in Japanese individuals. The Seventh International Symposium on Hereditary Breast 
and Ovarian Cancer, Poster session, Montreal, Canada, May, 10th, 2018

Ichiro Fukunaga, Osamu Minowa, et al. Disease modelling of GJB2 related hearing loss with induced pluripotent stem cell, 41st ARO annual midwinter meeting, San 
Diego, USA, Feb 12, 2018
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Emiko Yoshida, Yasuhisa Terao, Yosuke Ito, Tsuyoshi Ota, Kazunari Fujino, Michio Nojima, Daiki Ogishima, Hiroshi Kaneda, Soshi Kusunoki, Kazunari Fujino, Takashi 
Hirayama, Atsuo Itakura, Satoru Takeda「Development of a rapid preoperative diagnosis method to assess lymph node me tastasis in uterine cancer」
第70回日本産科婦人科学会学術講演会、仙台、ポスター発表、2018年5月10日〜13日

 Yosuke Ito, Yasuhisa Terao, Emiko Yoshida, Satoru Takeda  「Nanopore sequencing to uncover complex isoforms indicating lymph-node metastasis for endometrial 
cancer patients」  第70回日本産科婦人科学会学術講演会、仙台、ポスター発表、2018年2018年5月10日〜13日

新井正美．診療科主治医が遺伝学的検査を行うためのTIPS．第24回日本家族性腫瘍学会ランチョンセミナー．ランチョンセミナー．神戸、2018年6月8日

美野輪　治, Ca2+-ATPase変異による進行性聴力障害について.　第36回耳鼻咽喉科ニューロサイエンス研究会, 大阪, 2018年8月25日

美野輪　治, 細胞内カルシウム隔離障害による進行性聴力損失の経路. 第28回日本耳科学会, 大阪, 2018年10月5日

神谷　和作, 美野輪　治,他, GJB2 変異型遺伝性難聴に対する疾患モデル細胞の開発と応用,第28回日本耳科学会, 大阪, 2018年10月4日

岡﨑康司,ゲノムから解くADPKD ゲノム医療の実践,第61回日本腎臓学会学術総会シンポジウム   2018年6月10日   日本腎臓学会

江口 英孝、田中屋 宏爾、田夛 祐喜、立川 哲彦、平田 智子、神田 将和、井谷 史嗣、赤木 究、岡﨑 康司、石田 秀行、多数の大腸腺腫を併発した日本人若年発症直腸癌患者におけるMBD4遺
伝子生殖細胞系列病的変異の同定と直腸癌組織における体細胞変異フロロフイルのの解析、第24回日本家族性腫瘍学会、神戸市、2018年6月9日

八塚由紀子、mtDNA Whole Genome Panelを用いた迅速NGS解析の有用性、第18回日本ミトコンドリア学会年会、久留米大学 旭町キャンパス、2018年12月8日

神田 将和、伏見 拓矢、木下 善仁、村山 圭、大竹 明、岡崎 康司 ミトコンドリア病疑いの症例を対象としたゲノム情報解析  第25回日本遺伝子診療学会、伊勢市、2018年7月14日

石橋 敬一郎, 近 範泰, 鈴木 興秀, 崎元 雄彦, 福地 稔, 熊谷 洋一, 江口 英孝, 岡崎 康司, 持木 彫人, 石田 秀行、MLH1/PMS2発現消失を示すミスマッチ修復欠損大腸癌の臨床病理学的・分
子遺伝学的検討、日本消化器外科学会、鹿児島市、2018年7月11日

愛澤 正人, 隈元 謙介, 根本 大樹, 高柳 大輔, 五十畑 則之, 歌野 健一, 遠藤 俊吾, 北条 洋, 江口 英孝, 冨樫 一智、左側結腸におけるSSAPの形態学的及び分子生物学的特徴、 日本消化器
病学会、鹿児島市、2018年7月11日

田中屋 宏爾, 虫明 泰, 宇根 悠太, 賀島 肇, 谷口 文崇, 内海 方嗣, 荒田 尚, 勝田 浩, 青木 秀樹, 古川 洋一, 石川 秀樹, 吉田 輝彦, 菅野 康吉, 石田 秀行, 江口 英孝, 赤木 究、遺伝性大
腸疾患の最新の知見 リンチ症候群に対する診断の現状と課題、 第15回日本消化管学会、佐賀市, 2018年2月1日

高雄 美里, 山口 達郎, 夏目 壮一郎, 中野 大輔, 松本 寛, 高橋 慶一, 江口 英孝, 岡崎 康司, 石田 秀行、遺伝性大腸疾患の最新の知見 次世代シークエンサーを用いたMulti gene panelにより
同定されたMUTYH遺伝子変異を伴う大腸ポリポーシス患者の5例の検討、第15回日本消化管学会、佐賀市, 2018年2月1日

山本 梓, 江口 英孝, 鈴木 興秀, 近 範泰, 伊藤 徹哉, 田島 雄介, 構 奈央, 長井 智則, 高井 泰, 關 博之, 赤木 究, 岡崎 康司, 石田 秀行、術前遺伝学的検査にてEPCAM遺伝子欠失によるリン
チ症候群と診断した盲腸癌の1例. 日本癌局所療法研究会、東京都、2018/6/15

江口英孝、神田将和、山口達郎、赤木　究、田中屋宏爾、岡﨑康司、石田秀行、次世代シークエンシング技術を用いた遺伝子解析による遺伝性消化管腫瘍症候群の診断法確立に関する研究グルー
フ、遺伝性消化管腫瘍症候群の原因遺伝子変異の同定、第41回日本がん疫学・分子疫学研究会、　高松市、2018年6月28日

寺本 由紀子, 中村 泰大, 松谷 泰祐, 浅見 友梨, 山本 明史, 江口 英孝、次世代シークエンサーによる日本人悪性黒色腫の体細胞遺伝子変異の検出、 第117回日本皮膚科学会、広島市、2018
年6月2日

江口英孝、遺伝性消化管腫瘍症候群（ポリポーシス及び関連癌を含む）における原因遺伝子の同定と新たな原因候補遺伝子の探索—次世代シークエンシング技術を利用して-、第24回日本家族性腫
瘍学会、神戸市、2018年6月9日



区分 番号 国際共同

特別講演・
招待講演 1

特別講演・
招待講演 2

特別講演・
招待講演 3

特別講演・
招待講演 4

特別講演・
招待講演 5

特別講演・
招待講演 6

特別講演・
招待講演 7

区分 番号 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1

その他
（広報活動を含む）

2

その他
（広報活動を含む）

3

その他
（広報活動を含む）

4

その他
（広報活動を含む）

5

その他
（広報活動を含む）

6

その他
（広報活動を含む）

7

その他
（広報活動を含む）

8

その他
（広報活動を含む）

9

「子宮体がんリンパ節転移予測診断マーカーを用いた術中迅速検査技術の開発〜がんと向き合う女性に優しい個別化医療を目指して〜」
疾病克服に向けたゲノム医療実現フロジェクト研究交流会、東京、ポスター発表、2018年12月11日

JJCO (Japanese Journal of Clinical Oncology) Paper of the Year 2018 受賞、TITLE: Prevalence of Lynch syndrome and Lynch-like syndrome among patients with 
colorectal cancer in a Japanese hospital-based population、Authors:Noriyasu Chika  Hidetaka Eguchi  Kensuke Kumamoto  Okihide Suzuki Keiichiro Ishibashi  
Tetsuhiko Tachikawa  Kiwamu Akagi  Jun-ichi Tamaru Yasushi Okazaki  Hideyuki Ishida、Oct. 18th, 2018

江口英孝、学会発表紹介「遺伝性消化管腫瘍症候群の原因遺伝子変異の同定」、日本がん疫学・分子疫学研究会　NEWS Letter p3-4、2018年8月

Shingo Fujii Young Doctors Summit Travel Grant 2018
The 17th Biennial Meeting of the International Gynecologic Cancer Society、2018年6月8日

「Promoter-level transcriptome in primary lesions of endometrial cancer identified biomarkers associated with lymph node metastasis」
国立がん研究センター・順天堂大学連携大学院合同シンポジウム、東京、口演、2018年10月15日

順天堂大学医学部産婦人科講座学術奨励賞最優秀演題賞
順天堂大学医学部産婦人科学講座、2018年12月2日

日本医療研究開発機構　(AMED) 次世代がん医療創生研究事業 
研究領域D 患者に優しい高感度・高精度ながん診断法の研究（診断/バイオマーカー） 「子宮体がんリンパ節転移予測診断マーカーを用いた術中迅速検査技術の開発  〜がんと向き合う女性に優しい個
別化医療を目指して〜」　研究分担者, 2018年6月

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

江口英孝、講演「難病・希少疾患ならびに遺伝性腫瘍の病態解明を目指した遺伝子解析-ラボの立ち上げと運用-」、Applied Biosystems and Ion Torrent World Tour ユーザーグルーフ ミーティング
2018、東京、2018年9月14日、ThermoFisher NEXT 2018年12月号 掲載

第24回日本家族性腫瘍学会　優秀演題賞　江口英孝、遺伝性消化管腫瘍症候群（ポリポーシス及び関連癌を含む）における原因遺伝子の同定と新たな原因候補遺伝子の探索—次世代シークエンシ
ング技術を利用して-、2018年6月9日

岡﨑康司,次世代シークエンサー解析による遺伝子大腸癌の原因遺伝子探索、第24回日本家族性腫瘍学会学術集会   2018年6月9日   日本家族性腫瘍学会

岡﨑康司,ミトコンドリア心筋症に関する招請講演,循環器難病セミナー   2018年5月31日

岡﨑康司,次世代医療を指向するゲノム医学研究 -ミトコンドリア呼吸鎖異常症および家族性大腸がんを例として-,第17回PKD研究会   2018年1月20日

Masami Arai. Clinical management of hereditary breast and ovarian cancer (HBOC) syndrome  in Japan. Anti-Cancer Treatment Japan, Invited lecture,  Tokyo, 
Japan, May 29th, 2018.

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

江口 英孝, 神田 将和, 赤木 究, 岡崎 康司, 石田 秀行、Lynch症候群 リンチ症候群を疑われた患者の遺伝学的検査、第43回日本外科系連合学会、東京都、2018年6月22日

石田 秀行, 近 範泰, 鈴木 興秀, 石橋 敬一郎, 構 奈央, 赤木 究, 江口 英孝, 岡崎 康司、Lynch症候群 外科領域からみたリンチ症候群　診断と実地臨床、 第43回日本外科系連合学会、東京
都、2018年6月22日

Masami Arai. Diagnosis and management in hereditary cancer syndrome : Clinical genetics of Lynch syndrome. The 9th Asian Pacific 
Topic Conference, Invited Lecture, Tokyo, Japan, April 20,2018



その他
（広報活動を含む）

10

その他
（広報活動を含む）

11

その他
（広報活動を含む）

12

その他
（広報活動を含む）

13

新井正美．乳癌診療ガイドラインの改訂：遺伝性乳癌卵巣癌においてリスク低減乳房切除術が推奨レベルとなった．NHKニュース７．2018年5月15日

新井正美、太宰牧子、上原征彦.人生100年時代のセルロメディケーション　がんと遺伝を正しく知る.　明治大学オーフン講座、2018年11月24日（土）

岡﨑康司,ゲノム医学研究と医療の未来 -ミトコンドリア病のゲノム解析を中心として,第6回サマーセミナー   2018年7月6日   バイオテック㈱

新井 一，岡﨑 康司，西川 伸一,  座談会「ゲノム医療の未来」　全ゲノム解析がもたらす近未来の世界, 臨床医薬,2018; 34(8)
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